
◯ 参加者からは、「子供たちと野菜の種まきや収穫体験な
どで土や自然に触れることはとても新鮮だった」、「掘った
芋を家に持ち帰り家族で食べるのが楽しみ」などの感想
が寄せられ、食に対する感謝の気持ちを育み、農産物を
育てて収穫する楽しさを伝えることができた。

◯ 野菜や自然に興味を持ってもらえるよう工夫するなど、
農業体験指導者の指導力向上につながった。

◯ 目標（40名）を上回る参加者があり、報道を通して活動
を広く地域に周知することができた。

〈事前・事後アンケートの結果〉

・食品を購入する際に「国産の食品を選ぶ」とする者
（事前アンケート）８４．１％ ⇒ （事後アンケート）８９．２％

５．１％向上
・食品を購入する際に「地域の食品を選ぶ」とする者

（事前アンケート）６３．５％ ⇒ （事後アンケート）６９．１％
５．６％向上

地域の小学生や親子を対象にした農業体験会の実施

平成29年度地域の魅力再発見食育推進事業（食育事例）
事業実施主体：一般社団法人MOAインターナショナル青森

（青森県）

【取組の成果】

教育ファームの推進

○ 農産物の生産の場に触れ、生産者から直接指導を受けることで、自然の恵みや食
に対する感謝の気持ちを育むことなどを目指して、地域の小学生や親子などを対象
に農薬を使用せず環境に配慮した農業を実践する生産者の畑において農業体験会を
実施した。

写真 写真

〇 生産者から直接、野菜の生産過程の話を聞くとともに
農作業を体験した。

１ 開催地：青森市：青森瑞泉郷農園
７月（１回目）：野菜の種まきとジャガイモの収穫
10月（２回目）：サツマイモの収穫
参加者：小学生、保護者等54名

２ 開催地：八戸市 南郷瑞泉郷農園
10月：サツマイモの収穫と試食会
参加者：小学生、保護者等20名

【取組の内容】

サツマイモの収穫種まき
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